
 

 

 

 

 

      

『命を守る訓練』と５年生『防災教育』 

 １月１７日は、阪神淡路大震災から２８年、被災地では毎年イベントが行われ、その教訓が受け継がれてい

くよう報道もされていました。各学級ではそれらの話題を取り上げながら、自分の命を守るためにどう行動し

たらよいか考えて行動できることを目指し、事前予告のない『命を守る訓練』が１月中にあることが知らされ

ました。１月２０日（金）は今まで実施したことがない掃除時間に行い、近くに職員がいない場所もある中、

北運動場に全校児童が集まりました。初めての試みで、びっくりし

た子もいましたが、災害はいつ何時起きるかわかりません。『自分の

命を自分で守る』ことが自覚できるよう実施することができまし

た。登下校中など、近くに大人がいないことも考えられます。そん

な状況でも、考えて行動できるようおうちでも話題にしていただけ

るとありがたいです。今回の訓練のように特別の状況でも、スムー

ズに移動ができた子供たちはとても素晴らしかったです。また、運 

動場での話も、とても集中して反応しながら聞く姿が素敵でした。 

 ５年生は毎年、総合的な学習の時間に「防災教育」に取り組み、

自分たちが学んだことを誰かに発信する活動を行っています。今年

は中部地域づくり協会の講師の先生方（右の二人の先生は岩野田小

出身です）にDIGを教えていただき、２月４日には、地域の防災士

や消防士の方々と共に、危険箇所や避難場所となるところを、自分

の足で歩いて実感できるよう計画をしています。 

 ２月４日の土曜の教育活動は、各学年で体験的な学習が実施され 

ます。子供たちが楽しみにできるような活動を計画しています。 

「ふれあい遊び」遊びの工夫 

 地面に絵を描いて鬼ごっこをしたり、ペッ

トボトルやボールを使ったリレーを行った

り、縄跳びを使って小グループで取り組んだ

り…レパートリーが増えて、低学年の子供た

ちも、とても楽しみにしている「ふれあい遊

び」です。６年生と一緒に活動できるのもあ

と２か月です。楽しい思い出をいっぱい作っ

てほしいです。 

 

  

【地域の方による DIGの出前講座】 

【通学路の危険個所や避難場所を確認する子供たち】 

１１月から始まった体育館のエアコン工事が終了し、１月より体育館が使用できるようになりました。 

エアコンは最終の点検に入り、１月２７日の新１年生の入学説明会には間に合いませんでしたが、近日 

中に、点検が終了すると使用可能となります。古い施設ですが、環境が少しずつ整ってきています。 


